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Ⅰ論文 

学術論文 

1. 川崎優子,井沢知子,伊藤由美子,橋口周子,荒尾 

晴惠，成松恵，黒木みちる，長田正子，内布敦子 治

療期にあるがん患者のセルフケア能力を向上させ

るグループ療法の実施と評価．Palliative Care 

Research， 4(1)，201-206， 2009. 

解説・総説 

1. 荒尾晴惠 緩和医療 原点から実践へ がん看護 

2009 年 14巻 7号 784-786 頁 

その他 

1. 荒尾晴惠 恒藤暁 第 14回（平成21年度）日本緩和

医療学会学術大会の記録 世界各地における緩和ケ

アの現状と課題 日本緩和医療学会ニューズレター，

2009 年 44，29-31 頁 

2. 荒尾晴惠  書評 一般病棟でもできる！終末期がん

患者の緩和ケア第2版 看護，2009 年 61 巻 13号，100

頁 

 

Ⅱ 著書 

専門著書  

1. 荒尾晴惠 第 6 章 統合的統合的中範囲理論 理論

編 症状マネジメントモデル 黒田裕子監修 看護

診断のためのよくわかる中範囲理論 2009 年 

316-324 頁 

2. 荒尾晴惠 第 6 章 統合的統合的中範囲理論 不快

症状理論 黒田裕子監修 看護診断のためのよくわ

かる中範囲理論 2009 年 352-354 頁 

Ⅲ 学会発表 

国際学会 

1. Arao H  Development of Scale for Measuring Self-care 

Agency for Symptom Management of Cancer Pain 10th 

National Conference on Cancer Nursing Research，2009，

Febrary，Flolida 

2. Arao H  Relation between Self-Care Agency to Manage 

Cancer Pain and Self-Efficacy The 7th International 

Nursing Conference，2009，Octover，Seoul 

3. Kawasaki Y ，Uchinuno A ， Otsuka N ，Kobayashi T，

Arao H  Nurse’s  Criteria for Evaluating Self-Care 

Agency of Patients Receiving Outpatient Chemotherapy 

The 1st International Nursing Research Conference of 

World Academy Of Nursing Science，2009，September，

Kobe 

 

国内学会 

1. 成松恵，荒尾晴惠，井沢知子，川崎優子，内布敦子 

Web を活用した対話式看護介入プログラムの開発 

ホルモン療法中の乳がん患者に適用して 第23回日

本がん看護学会学術集会，2009 年 2 月，沖縄 

2. 川崎優子，内布敦子，荒尾晴惠，成松恵，松本仁美   

がん治療期の看護における「外部コンサルテーショ

ン」ニーズの明確化 第 23 回日本がん看護学会学術

集会，2009 年 2 月，沖縄 

3. 吉住智奈美，有福美和，大内紗也子，菅原聡子，   

荒尾晴惠 一般病棟で緩和ケアに携わる看護師の看

取りのケアの教育プログラム作成にむけて 看取り

ケアに対する看護の実態調査 第14回日本緩和医療

学会学術大会，2009 年 6 月，大阪 

4. 赤瀬佳代，加藤恒夫， 斉藤信也，荒尾晴惠，松岡順

次，西本仁美，前川珠木，横山幸生，黒川純世， 内

藤さやか 腫瘍センターとプライマリケアチームの

治療期から終末期にいたる継続的連携のあり方  

第 47 回日本癌治療学会学術集会，2009 年 10 月，横

浜 

5. 横山幸生，斎藤信也 荒尾晴惠，加藤恒夫  治療期か

ら終末期にいたる腫瘍センターとプライマリケアチ

ームの連携のありかた 第 33 回日本死の臨床研究会

年次大会 2009 年 11 月，名古屋 

6. 荒尾晴惠 薬物療法中のがん疼痛患者の疼痛マネジ

メントに関するバリア 第29回日本看護科学学会学

術集会 2009 年 11 月，千葉 

7. 小林珠実，師岡友紀，福録恵子，清水安子，瀬戸   

奈津子，室井みや，梅下浩司 看護学を専攻する大

学生の自我同一性地位と専攻領域選択に伴う認識に

関する研究(第1報) 日本看護学教育学会第19回学

術集会 2009 年 9 月，北見市 

8. 福録恵子，師岡友紀，瀬戸奈津子，小林珠実，梅下

浩司，室井みや，清水安子 看護学を専攻する大学

生の自我同一性と専攻領域選択に関する研究（第 2

報） 第 19 回日本看護学教育学会 2009 年 9 月，北

見市 

9. 白井里佳，師岡友紀，京力瑞穂，新開裕幸，呉聖人，

山辺えり，田中博子 看護基礎教育段階での簡易型

一次救命処置演習の効果について 第11回日本救急
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看護学会学術集会 2009 年 11 月 福岡市 

 

Ⅳ 研究費 

科学研究費補助金 

1. 荒尾晴惠（研究代表者）トータルペインとしてのが

ん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発

と検証平成 21 年～24 年度 文部科学省科学研究費

補助金 （基盤研究 B） 

2. 荒尾晴惠（研究代表者）化学療法による認知機能障

害がもたらすセルフケア不足を支援する介護介入の

検討 平成 20 年度～22 年度 文部科学省科学研究

費補助金（ 挑戦的萌芽研究 ） 

3. 荒尾晴惠（連携研究者）がん看護領域における効果

的外部コンサルテーション導入プロセスの 構造に

関する研究 平成 18～21 年度 文部科学省科学研究

費補助金 （基盤研究 B） 

4. 福録恵子（研究代表者）,清水安子, 瀬戸奈津子,  

小林珠実（研究分担者），師岡友紀（連携研究者）他 

円背高齢者の活動量を高める認知バランストレーニ

ングプログラムの開発と検証 文部科学省研究費補

助金, （基盤研究 C), 2008-2010 

5. 師岡友紀 科学研究費補助金 若手研究（B） 生体

肝移植術後ドナーの QOL 尺度の開発 2009-2011． 


